
国 民 年 金 コ ー ナ ー

～生活を支える人が亡くなったとき遺族基礎年金が支給されます～
　国民年金では65歳から老齢基礎年金が支給されますが、不慮の事故などで生活を支える方が亡くなった場合
には「遺族基礎年金」が支給され、国民の暮らしを守ってくれます。
○支給対象者

　亡くなった方に生計を維持されていた「子のある配偶者」または「子」に支給されます。
※遺族年金でいう子とは、①18歳到達年度末（３月31日）までの子、②20歳未満で障害年金の障害等級１級ま

たは２級の子です。
○受給要件

・老齢基礎年金を受給していた方が亡くなったとき
・被保険者または老齢基礎年金の受給資格期間を満たした方が亡くなったとき［保険料納付済期間（保険料免

除期間を含む）が保険料を納付しなければならない期間のうち３分の２以上あること］。
・死亡日に65歳未満で、死亡日のある月の前々月までの１年間に未納がないとき（平成38年３月までに死亡
　日がある場合）。

○年金額と子の加算額
　遺族基礎年金は779,300円に子の加算額を加えた額が支給されます。子の加算額は１人につき224,300円

（２人目まで）、３人目以降は１人につき74,800円となります。
※子が受給する場合の加算額は２人目以降に子の加算が行われ、前記の加算額を子の人数で除した額となり

ます。
○厚生年金の加入者

　遺族基礎年金は厚生年金の加入者にも支給されます。受給要件などがありますので、詳細はお近くの年金
事務所にお問い合わせください。
問 郡山年金事務所　☎024-932-3434
問 町民生活課　　　   ☎72-6933

　皆さんお久しぶりです。地域おこし協力隊の
菅原です。
　７月から８月は猛烈な暑さが続き、外出が
億
お っ く う

劫になりました。いかに東北といえど、さす
がに暑いですね。
　暑さもさることながら、台風も猛威をふるっ
ていました。７月末に行われた「こまちダムまつ
り」では写真・動画撮影のほか、ドローンでの撮
影も決行したのですが、断続的な風雨に襲われ
ながらも何とか飛ばすことができました。防水
機能がないので、やはり天候には注意したいで
すね。
　８月の活動では「第２期ふくしまクリエイティ
ブクラフトアカデミー」に参加しました。世界的
に有名なデザイナーのコシノジュンコさんが校

長となるアカデミーですが、去年に引き続き
２度目の参加です。昨年度のアカデミーでは
県内のものづくりに関わる方々と知り合うこ
とができ、多種多様なデザインの考え方を教
わることができました。
　今年度も期待したいです。　

 台風と猛暑！

地域 お こ し 協力隊活動記

こまちダムまつりのうちわとポスター

18ONOMACHI　Sep_2018


